
旧
住
所

名
古
屋
市
瑞
穂
区
直
来
町

最
終
学
歴

大
連
満
鉄
育
成
学
校

入

隊

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
一
日

満
州
東

寧
（
部
隊
名
失
念
）

軍

歴

歩
兵
（
終
戦
時
）
陸
軍
一
等
兵

終
戦
場
所

東
寧

勝
鬨
山

復
員
後
の
経
歴

昭
和
二
十
四
年
一
月

運
輸
会
社
入
社

昭
和
二
十
四
年
六
月

退
社

昭
和
二
十
四
年
七
月

名
古
屋
市
交
通

局
入
局

昭
和
五
十
七
年
一
月

名
古
屋
市
協
力

入
会

平
成
三
年
六
月

退
会

（
愛
知
県

河
村

廣
康
）

シ
ベ
リ
ア
追
想
記

愛
知
県

高

木

勝

巳

（
旧
姓

山
下
）

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
の
終
戦
を
奉
天
（
瀋
陽
）

で
む
か
え
、
武
装
解
除
後
の
九
月
十
八
日
客
車
に
乗
せ
ら

れ
新
京
（
長
春
）
・
ハ
ル
ピ
ン
・
黒
河
・
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ

エ
ン
ス
ク
を
経
由
し
て
、
十
月
の
末
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
サ

マ
ル
カ
ン
ド
に
到
着
し
ま
し
た
。

収
容
所
名
は
失
念
し
ま
し
た
が
千
五
百
人
の
長
は
山
口

少
佐
だ
っ
た
。
湖
の
対
岸
に
あ
る
収
容
所
に
、
囚
人
と
入

れ
替
わ
っ
て
入
所
。
私
は
三
カ
所
の
収
容
所
を
変
わ
り
ま

し
た
か
ら
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
第
一
・
第
二
、
カ
ラ
カ
ン
ダ

第
一
と
し
て
話
を
進
め
ま
す
。
一
舎
屋
に
二
、
三
百
人
。

真
ん
中
は
通
路
で
二
段
ベ
ッ
ド
に
な
っ
て
い
た
が
、
囚
人

の
置
き
土
産
で
南
京
虫
と
虱
に
夜
も
眠
れ
ず
悩
ま
さ
れ
た
。

血
肉
を
分
け
た
兄
弟
と
い
う
こ
と
か
。

十
一
月
初
め
ご
ろ
か
ら
毎
晩
点
呼
が
あ
り
、
人
数
を
数
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え
る
に
二
時
間
も
三
時
間
も
か
か
る
。
教
育
を
受
け
た
こ

と
の
無
い
兵
隊
だ
か
ら
無
理
も
な
い
が
、
寒
空
に
立
た
さ

れ
て
い
る
身
に
も
な
っ
て
く
れ
と
言
い
た
い
。
ま
た
夜
は

夜
で
大
掃
除
を
一
晩
に
三
回
ぐ
ら
い
や
ら
さ
れ
る
と
朝
方

に
な
っ
て
し
ま
い
、
私
物
の
荷
物
も
千
人
針
も
日
の
丸
の

旗
も
全
部
取
り
上
げ
て
し
ま
う
。
態
の
い
い
略
奪
だ
。

十
一
月
の
中
旬
に
な
り
、
始
め
て
砕
石
の
労
働
に
出
る
。

食
事
は
三
度
だ
が
、
黒
パ
ン
三
五
〇
グ
ラ
ム
。
ス
ー
プ
約

二
〇
〇
�
（
こ
れ
が
離
乳
食
み
た
い
な
も
の
）。
こ
れ
で

は
と
思
い
最
後
の
方
な
ら
中
味
が
濃
い
と
考
え
た
が
誰
し

も
同
じ
考
え
だ
っ
た
。
作
業
場
は
猛
吹
雪
で
一
メ
ー
ト
ル

先
が
見
え
な
い
ほ
ど
で
立
っ
て
い
る
の
が
や
っ
と
。
道
具

は
ツ
ル
ハ
シ
と
鉄
棒
。
こ
れ
で
は
仕
事
に
な
ら
な
い
。
昼

食
は
野
菜
ス
ー
プ
だ
が
、
野
菜
の
切
れ
端
が
二
、
三
切
れ
、

ま
る
で
水
と
同
じ
だ
。
乏
し
い
食
事
に
寒
さ
と
、
ろ
く
に

な
い
道
具
で
の
重
労
働
に
、
ソ
連
人
た
ち
は
、「
こ
れ
で

は
、
こ
の
一
冬
に
日
本
人
は
千
人
は
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
話

し
て
い
た
と
後
に
な
っ
て
聞
い
た
。

翌
年
の
一
月
に
な
り
、
私
は
技
術
的
な
も
の
は
な
い
か

ら
、
工
場
の
建
設
、
ダ
ム
工
事
、
採
石
、
道
路
工
事
な
ど

の
中
で
工
場
建
設
に
回
さ
れ
た
。
食
事
は
一
向
に
良
く
な

ら
ず
今
ま
で
の
ま
ま
。
舎
屋
に
帰
り
疲
れ
た
骨
と
皮
ば
か

り
の
体
を
横
に
す
る
と
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
、
南

京
虫
や
シ
ラ
ミ
の
襲
撃
に
お
ち
お
ち
眠
る
こ
と
も
で
き
ず
、

栄
養
失
調
と
睡
眠
不
足
で
、
故
国
へ
帰
る
夢
も
空
し
く
シ

ベ
リ
ア
の
土
に
な
っ
て
ゆ
く
戦
友
た
ち
は
哀
れ
だ
っ
た
。

最
初
の
う
ち
は
十
日
に
一
度
、
直
径
二
十
セ
ン
チ
ば
か

り
の
手
桶
一
杯
の
湯
で
体
を
洗
う
入
浴
と
い
う
も
の
が
あ

っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
れ
も
無
く
な
り
、
帰
国
の
た

め
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
ま
で
な
か
っ
た
。

病
気
を
し
た
ら
薬
も
無
く
死
に
至
る
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
腹
痛
や
下
痢
な
ど
は
消
し
炭
が
唯
一
の
薬
で
、
こ

れ
を
飲
む
と
不
思
議
に
治
る
か
ら
、
い
つ
も
持
っ
て
い
た
。

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
に
な
る
と
外
の
作
業
は
中
止

す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
第
一
で

は
ノ
ル
マ
達
成
の
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
以
上
に
な

っ
て
も
作
業
は
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
一
年
の
春
が
来
た
。
食
べ
物
に
餓
え
て
い
た
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私
達
は
作
業
場
に
着
く
や
い
な
や
、
青
い
も
の
が
目
に
入

る
と
監
督
の
制
止
も
聞
か
ず
我
先
に
と
そ
の
青
草
に
突
進

し
た
。
と
に
か
く
口
に
入
る
物
は
な
ん
で
も
食
べ
ま
し
た
。

秋
に
な
る
と
夏
植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
の
時
期
で
、

あ
の
手
こ
の
手
を
使
っ
て
な
ん
と
か
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
確
保

す
る
の
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
。

ソ
連
は
ノ
ル
マ
に
は
厳
し
か
っ
た
。
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ

て
舎
屋
に
た
ど
り
つ
く
と
、
未
だ
ノ
ル
マ
が
達
成
さ
れ
て

な
い
と
そ
の
ま
ま
ま
た
作
業
場
に
追
い
返
さ
れ
る
。
そ
の

悔
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
な
い
ほ
ど
だ
。

私
達
は
た
だ
生
き
る
た
め
に
も
食
べ
物
が
欲
し
か
っ
た
。

夏
に
な
る
と
冬
の
外
套
を
パ
ン
に
換
え
る
。
毛
布
も
食
糧

に
し
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
ろ
戦
友
の
一
人
が
ソ
連
の
女
に

フ
ン
ド
シ
を
パ
ン
と
換
え
た
。
翌
日
そ
の
女
が
フ
ン
ド
シ

を
頭
に
被
っ
て
歩
い
て
い
る
の
を
見
て
私
達
は
笑
い
転
げ

た
。そ

の
こ
ろ
の
履
物
は
木
靴
だ
っ
た
。
サ
ン
ダ
ル
で
す
。

こ
れ
を
履
い
て
建
設
や
運
搬
、
穴
掘
り
な
ど
、
ま
と
も
に

で
き
な
い
の
で
す
。
足
に
怪
我
を
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、

で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
な
苦
労
を
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
晩
秋
に
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
第
二
収
容
所

に
移
動
し
た
。
作
業
の
内
容
は
前
の
第
一
と
同
じ
だ
っ
た
。

た
し
か
翌
年
昭
和
二
十
二
年
の
二
月
十
日
ご
ろ
、
三
日
間

の
食
事
制
限
が
あ
っ
た
。
猛
吹
雪
が
続
い
て
輸
送
が
途
絶

し
、
食
糧
が
届
か
な
い
と
い
う
。
毎
日
三
食
と
も
塩
ス
ー

プ
に
十
二
、
三
枚
の
葉
っ
ぱ
が
浮
い
て
い
る
だ
け
。
そ
れ

で
も
作
業
は
さ
せ
ら
れ
た
。
た
だ
で
さ
え
食
事
が
少
な
く

フ
ラ
フ
ラ
な
の
に
、
水
腹
で
は
皆
倒
れ
そ
う
だ
っ
た
。
こ

れ
は
、
な
ん
の
こ
と
は
な
い
。
食
糧
を
横
流
し
し
た
た
め

と
分
か
っ
た
。
私
は
腹
が
煮
え
く
り
返
る
ほ
ど
、
許
せ
な

い
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
も
、「
泣
く
子
と
地
頭
に
は
勝
て

ぬ
」
の
例
え
だ
。

体
は
や
せ
衰
え
体
力
は
限
界
に
き
て
い
る
、
こ
ん
な
体

で
は
二
十
三
年
の
冬
は
と
て
も
越
せ
な
い
。
と
覚
悟
を
し

た
。し

か
し
、
転
機
が
き
た
。
秋
に
な
り
「
ダ
モ
イ
」
の
声

に
起
さ
れ
て
車
に
乗
っ
た
。
着
い
た
所
は
カ
ラ
カ
ン
ダ
収

容
所
だ
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
助
か
っ
た
。
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は
が
き
の
手
紙
が
出
せ
た
。
ソ
連
兵
か
ら
は
「
ハ
ラ
シ

ョ
ラ
ボ
ー
タ
ー
」
と
だ
け
書
け
と
い
っ
た
。
皆
は
「
そ
ん

な
事
書
け
る
か
、
恥
さ
ら
し
だ
」
と
わ
い
わ
い
騒
い
だ
。

私
は
余
分
な
こ
と
は
書
か
な
く
て
も
、
生
き
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
の
で
、
書
か
な

い
者
の
ハ
ガ
キ
を
も
ら
い
、
一
通
は
家
に
書
い
た
。
後
の

四
、
五
枚
は
共
産
党
や
徳
田
球
一
や
俳
優
宛
に
書
い
た
。

半
年
ほ
ど
た
っ
て
返
事
が
き
た
。
家
か
ら
は
「
早
く
帰
れ

ん
の
か
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
戦
友
た
ち
に
も
返
事
が
来

た
。「

お
前
み
た
い
な
者
は
祖
先
に
対
し
て
恥
だ
。
腹
切
っ

て
死
ね
」「
私
が
一
生
懸
命
田
畑
を
守
る
か
ら
何
も
心
配

せ
ず
、
体
に
気
を
つ
け
て
病
死
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。」
皆
涙
を
流
し
な
が
ら
読
ん
だ
。

こ
れ
で
ソ
連
側
の
餌
は
、
食
事
の
増
減
。
帰
国
、
手
紙
。

で
、
私
達
を
操
っ
た
。

私
た
ち
の
体
格
検
査
は
、
素
っ
裸
に
し
て
女
軍
医
が
尻

を
つ
ね
っ
て
、肉
の
つ
き
具
合
で
、一
級
・
二
級
・
三
級
・

Ｏ
Ｋ
と
区
別
す
る
。
一
、
二
級
を
多
く
す
れ
ば
高
い
ノ
ル

マ
を
設
定
し
働
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
鶏
の
選
別
じ
ゃ

あ
る
ま
い
し
と
思
い
、ク
ル
ッ
と
ま
わ
っ
た
ら
女
医
が「
オ

ー
。
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
。
マ
ー
リ
ン
キ
。」（
日
本
人
の
は
小

さ
い
）
と
言
っ
た
。
こ
の
身
体
検
査
は
、
骸
骨
の
標
本
を

並
べ
た
よ
う
な
も
の
だ
。

こ
の
カ
ラ
カ
ン
ダ
収
容
所
の
隊
長
は
吉
田
大
尉
で
熊
本

県
出
身
の
フ
ジ
部
隊
と
聞
い
た
。
第
四
中
隊
第
一
小
隊
第

一
地
区
に
編
入
さ
れ
た
。
作
業
は
炭
鉱
と
知
っ
た
。
一
番

の
魅
力
は
食
事
が
多
い
。
黒
パ
ン
四
五
〇
グ
ラ
ム
と
ス
ー

プ
と
粥
の
量
も
多
い
。
寒
い
地
上
作
業
を
し
な
く
て
済
む

こ
と
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
。

二
十
二
年
、
二
十
三
年
の
冬
は
こ
れ
で
乗
り
切
れ
た
。

坑
内
作
業
は
危
険
だ
と
か
ど
う
と
か
。
ど
ち
ら
で
も
よ
か

っ
た
。
坑
内
か
ら
出
る
と
シ
ャ
ワ
ー
を
使
え
る
か
ら
、
蚤

や
虱
と
お
別
れ
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
女
湯
を
覗
い
て
、

頭
か
ら
水
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

炭
鉱
仕
事
は
確
か
に
危
険
だ
。
私
の
目
の
前
で
天
井
の

石
炭
が
頭
上
に
落
下
し
た
が
、
命
に
別
状
無
く
入
院
の
末
、

帰
国
し
た
と
聞
く
。
作
業
は
一
日
三
交
替
。
一
地
区
十
三
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人
。
石
炭
壁
を
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
飛
ば
し
て
コ
ン
ベ
ア
ー

に
入
れ
る
。
監
督
、
発
破
手
は
ソ
連
人
。
助
手
は
ソ
連
の

女
性
。
柱
立
て
は
ソ
連
人
だ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
日

本
人
が
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
達
の
ほ
う
が
ソ
連
人
よ

り
出
炭
率
が
多
い
。
私
は
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
が
タ
バ
コ

な
ど
も
く
れ
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
機
械
が
故
障

し
た
。
仕
事
は
ス
ト
ッ
プ
。
技
術
者
が
修
理
し
た
が
駄
目

だ
。
そ
の
う
ち
に
帽
子
を
投
げ
出
し
て
泣
き
出
し
た
。
彼

は
共
産
党
員
で
生
産
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
ノ
ル
マ
達
成
が

出
来
な
い
責
任
を
問
わ
れ
る
か
ら
、
明
日
は
カ
ル
ツ
（
監

獄
）
行
き
と
な
る
か
も
し
れ
ぬ
か
ら
だ
と
か
。

私
達
の
情
報
は
日
本
新
聞
が
頼
り
だ
。「
現
在
日
本
は

天
皇
制
が
ど
う
と
か
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
だ
と
か
。
帰

国
が
遅
れ
て
い
る
の
は
日
本
政
府
の
せ
い
だ
と
か
。」

二
十
三
年
の
冬
も
無
事
越
し
元
気
に
な
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
一
日
中
腹
が
い
っ
ぱ
い
で
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
る

と
、
ソ
連
人
が「
お
前
の
目
が
黄
色
い
。
仕
事
に
来
る
な
」

と
言
う
。
医
務
室
に
行
く
と
、
既
に
二
、
三
百
人
ほ
ど
の

同
じ
よ
う
な
患
者
が
い
た
。
ソ
連
側
も
慌
て
て
将
官
が
来

て
隔
離
さ
れ
た
。
ブ
ド
ウ
糖
を
打
た
れ
た
ら
効
い
た
よ
う

で
、
み
る
み
る
元
気
に
な
っ
た
が
、
一
カ
月
ほ
ど
隔
離
さ

れ
て
い
た
。
ど
う
も
流
感
ら
し
か
っ
た
。

収
容
所
に
帰
る
と
作
業
隊
長
に
な
っ
て
地
上
作
業
に
な

っ
た
。
病
気
上
が
り
な
ど
の
寄
せ
集
め
の
隊
員
た
ち
。
刺

青
を
入
れ
た
お
っ
さ
ん
も
い
た
。
有
り
難
い
こ
と
に
は
、

ノ
ル
マ
の
未
達
成
は
一
度
も
な
く
、
よ
く
協
力
し
て
く
れ

た
。そ

し
て
、
労
働
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
人
当
た
り
の
約
四
百
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
が
、
こ
の
分
配

で
ひ
と
騒
動
あ
っ
た
。
賃
金
の
基
準
は
炭
鉱
従
事
者
だ
が
、

炭
鉱
仕
事
は
危
険
で
嫌
だ
と
逃
げ
、
他
の
仕
事
を
し
て
い

る
連
中
が
、「
同
じ
日
本
人
だ
、
平
等
に
分
配
せ
よ
」
と
、

勝
手
な
こ
と
を
言
う
。

さ
て
金
は
も
ら
っ
た
が
食
う
こ
と
し
か
使
い
道
が
無
い
。

毎
日
の
よ
う
に
食
堂
に
足
を
運
び
使
う
。

こ
の
こ
ろ
民
主
運
動
が
烈
し
く
な
る
。
日
本
新
聞
を
見

る
と
、
赤
旗
の
歌
を
歌
わ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
、
ナ
ホ
ト

カ
か
ら
奥
地
へ
送
り
返
さ
れ
た
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
サ
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ア
大
変
。
収
容
所
か
ら
作
業
に
出
る
と
き
、
作
業
か
ら
帰

っ
た
と
き
、
赤
旗
の
歌
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
革

命
歌
を
声
張
り
上
げ
て
歌
っ
た
。
私
は
思
っ
た
。
帰
る
ま

で
は
赤
に
な
っ
て
い
よ
う
。
日
本
に
帰
っ
た
ら
黒
で
も
白

に
で
も
な
ろ
う
。
自
由
に
と
。

昭
和
二
十
四
年
の
八
月
か
九
月
ご
ろ
、
全
員
集
合
が
か

か
り
、「
こ
れ
か
ら
名
前
を
呼
ぶ
者
は
外
へ
出
よ
」
と
、

そ
し
て
二
、
三
百
人
が
指
名
さ
れ
た
。
よ
く
そ
の
人
た
ち

を
見
る
と
フ
ジ
部
隊
の
古
兵
が
ほ
と
ん
ど
で
、
昨
日
ま
で

先
頭
に
立
っ
て
民
主
運
動
を
し
て
い
た
者
た
ち
だ
。
彼
ら

は
中
国
共
産
党
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
か
の
噂
が
流
れ
た
が
、

行
き
先
は
分
か
ら
な
い
。
そ
の
後
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

私
達
に
、
ま
た
残
金
だ
と
ル
ー
ブ
ル
が
支
給
さ
れ
た
が
、

日
本
へ
は
持
っ
て
帰
れ
な
い
と
聞
い
て
い
た
か
ら
、
綿
入

れ
の
防
寒
服
と
革
靴
を
買
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
中
旬
、
ダ
モ
イ
列
車
に
乗
る
。
隊

長
は
吉
田
大
尉
。
列
車
の
中
で
も
油
断
で
き
な
い
。
嬉
し

い
顔
を
し
よ
う
も
の
な
ら
吊
る
し
上
げ
に
な
り
か
ね
な
い
。

ナ
ホ
ト
カ
は
第
一
、
第
二
、
第
三
と
収
容
施
設
が
分
か
れ

て
い
る
。
第
一
は
民
主
化
の
総
仕
上
げ
や
ラ
ボ
ー
ト
。
第

二
は
同
じ
。
第
三
は
税
関
み
た
い
な
も
の
で
、
不
許
可
の

者
は
全
部
没
収
さ
れ
た
後
、
乗
船
と
な
る
。
密
告
者
が
い

る
の
で
、
心
は
う
き
う
き
、
気
は
そ
ぞ
ろ
だ
が
、
顔
は
神

妙
に
怖
い
顔
を
し
て
い
た
。
船
名
「
永
徳
丸
」
の
引
揚
げ

船
が
港
に
接
岸
し
た
。
タ
ラ
ッ
プ
の
下
で
ソ
連
兵
が
名
前

を
呼
ぶ
。
答
え
て
、
氏
名
・
生
年
月
日
を
い
う
。
ハ
ラ
シ

ョ
ー
ダ
ワ
イ
だ
。
ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
万
歳
。
ソ
ヴ
エ
ト

労
働
者
諸
君
万
歳
。
共
産
党
万
歳
と
叫
ん
で
か
ら
、
タ
ラ

ッ
プ
を
駆
け
上
が
る
。

船
の
上
か
ら
フ
ト
岸
壁
を
見
る
と
、
一
人
の
人
が
し
ょ

ん
ぼ
り
と
寂
し
げ
に
立
っ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
カ
ラ
カ

ン
ダ
の
中
隊
長
で
は
な
い
か
。
乗
船
直
前
、
誰
か
に
密
告

さ
れ
た
と
思
う
。
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

船
は
岸
壁
を
離
れ
る
。
港
を
出
た
と
こ
ろ
で
ソ
連
の
係

官
が
下
船
し
た
。
船
内
で
は
何
か
ご
た
ご
た
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。
も
う
二
度
と
来
る
も
の
か
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
三
十
日
舞
鶴
上
陸
、
自
宅
に
は
十

月
四
日
敷
居
を
跨
い
だ
。
両
親
は
佐
世
保
駅
ま
で
出
迎
え
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て
く
れ
た
。
母
は
「
ど
こ
に
も
怪
我
は
な
い
か
。」
と
身

体
を
な
で
た
。

十
八
歳
で
佐
世
保
駅
を
出
発
し
て
入
隊
し
、
復
員
し
た

と
き
は
二
十
四
歳
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
間
の
年
月
は
感

無
量
で
あ
る
。

不
幸
に
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
倒
れ
た
戦
友
た
ち
の
魂
よ
。

安
ら
か
に
眠
れ
と
祈
る
の
み
で
あ
る
。

舞
鶴
ま
で
来
て
投
身
自
殺
し
た
人
も
い
た
と
い
う
。
な

ぜ
だ
ろ
う
。

ど
こ
か
の
総
理
大
臣
が「
百
年
の
仇
敵
は
存
じ
な
い
。」

と
言
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
句
は
な
い
。

そ
う
、「
大
怨
を
和
す
る
も
の
も
必
ず
余
怨
あ
り
と
。」

そ
れ
で
は
皆
様
お
元
気
で
余
生
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

生
年
月
日

大
正
十
四
年
三
月
五
日

現
住
所

愛
知
県
愛
西
市
諏
訪
町

旧
住
所

長
崎
県
北
松
浦
郡
鹿
町
大
加
勢

最
終
学
歴

長
崎
県
佐
世
保
市
私
立
西
海
中
学
校

軍

歴

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
日

満
州
六
二
三

部
隊

昭
和
二
十
年
六
月

幹
部
候
補
生
教
育
の

た
め

第
一
二
二
四
部
隊
転
属

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

終
戦

陸
軍

上
等
兵
（
奉
天
首
山
野
戦
照
空
第
六
大

隊
）

昭
和
二
十
四
年
九
月
三
十
日

舞
鶴
上
陸

復
員
後
経
歴

昭
和
二
十
四
年
十
月

愛
知
県
津
島
市
津

島
ガ
ス
株
式
会
社
就
職

昭
和
二
十
四
年
十
一
月

長
崎
県
北
松
浦

郡
鹿
町
町
日
鉄
北
松
鉱
業
就
職

昭
和
二
十
五
年
六
月

退
職

結

婚

姓
を
高
木
に
改
姓

住
所

東
松
浦
郡
北

波
多
村
に
移
転

自
由
業

昭
和
六
十
年
三
月

工
場
長
兼
ガ
ス
主
任

者
を
以
っ
て
定
年
退
職

昭
和
六
十
二
年
以
降

約
十
年
間
技
術
系

３１６



の
職
場
を
転
職

追

記

昭
和
十
八
年
三
月

満
州
国
官
吏
専
売
総

局
採
用

昭
和
十
八
年
十
月

チ
チ
ハ
ル
専
売
所
勤

務昭
和
二
十
年
三
月

入
隊
の
た
め
休
職

（
愛
知
県

河
村

廣
康
）

抑
留
体
験

愛
知
県

鈴

木

英

一

私
は
シ
ベ
リ
ア
に
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
一

月
か
ら
二
十
三
年
六
月
ま
で
、
二
十
歳
か
ら
二
十
三
歳
ま

で
抑
留
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
東
シ
ベ
リ
ア
に
チ
タ
と
い

う
都
市
が
あ
り
ま
す
。
知
多
半
島
の
知
多
市
と
は
姉
妹
都

市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
チ
タ
市
か
ら
南

西
二
百
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
ハ
ラ
グ
ン
と
い
う
小
さ
な

村
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
十
七
〜
八
キ
ロ
、
奥
に
入
っ

た
電
気
も
水
道
も
井
戸
も
何
も
無
い
山
の
中
の
収
容
所
で

伐
採
を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
帰
国
し
て
も
う
六
十
余
年
と
な
り
ま
す
。

十
年
一
昔
、
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、

私
に
は
最
近
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
は
思
い
出
す
の
も
嫌
な
こ
と
で
、

あ
ま
り
他
人
に
お
話
し
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
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